
取組み ①健康・生活 ②運動・感覚 ③認知・行動
④言語・コミュ
ニケーション

⑤人間関係・社
会性

家族支援 地域支援

メニュー決定

■自分たちで育
てた自然栽培の
米、麦、野菜を
使用する。■田
圃や畑での体験
を思い出す。

■自分の好きな
もの、嫌いなも
のを思い出す。
■今日作りたい
おやつを考え
る。

■自分の好き嫌
いと、今日作り
たいおやつを言
葉にしてみんな
に伝える。■み
んなの言葉にも
耳を傾ける。■
自分が作りたい
おやつを用紙に
書いて、ホワイ
トボードに貼り
付ける。

■ホワイトボー
ドに貼られた紙
を見ながら、み
んなで話し合
い、調整して、
■メニューを1つ
に絞り込む。■
自分が希望する
メニューになら
ない場合に、感
情のコントロー
ルをする。

材料の選択

■オーガニック
な食材、添加物
ない安全な食材
を使用すること
を確認する。

■決定したおや
つを作るために
必要な食材、器
具を想像してみ
る。■それぞれ
の単価も考え
る。

■必要な食材、
器具を言葉にし
てみんなに伝え
る。■みんなの
言葉にも耳を傾
ける。■自分が
必要と考えた食
材・器具を用紙
に書いて、ホワ
イトボードに貼
り付ける。

■ホワイトボー
ドに貼られた紙
を見ながら、み
んなで話し合
い、調整する。
■予算内に収ま
るかも検討す
る。■食材・器
具のリストを作
成する。

買い出し

■買い出し中、
怪我・事故のな
いよう安全に配
慮する。

■商店まで徒歩
で移動する。

■必要な食材は
どこに売ってい
るかを考える。
■調理器具はど
すこいのものを
借りる。何を借
りるかを考え
る。

■自分の考えを
言葉にしてみん
なに伝える。■
みんなの言葉に
も耳を傾ける。

■リストに準じ
て買い物をす
る。■予算にお
さまるか、等み
んなで話し合
い、調整しなが
ら買い物をす
る。

手順の確認

■どんな手順で
作れば美味しい
おやつが出来る
か考える。

■自分の考えを
言葉にしてみん
なに伝える。■
みんなの言葉に
も耳を傾ける。

■スタッフに監
修してもらいな
がら、みんなの
意見をまとめ、
調理手順書を作
成する。

調理

■清潔な服装、
手洗い消毒、マ
スク・手袋の使
用。■家での調
理体験を思い出
しながら、おや
つ作りをする。
■食材の形、
色、硬さ、大き
さ等工夫する。

■火傷や怪我を
しないように、
調理器具を安全
に使う。

■調理器具の使
い方はスタッフ
の指示に従う。
■調理手順書に
準じて調理す
る。■食材・調
味料の計量を体
験する。■おや
つの時間に間に
合うように調理
する。

配膳

■布巾でテーブ
ルを拭く。■ア
ルコール消毒を
行う。

■食器を落とし
たり壊したりし
ないように注意
して扱う。

■子どもたち、
お客様、スタッ
フの人数に応じ
た食器を用意す
る。■おやつを
一人一人の希望
に沿って盛り付
ける。

■おやつの時間
をみんなに伝
え、お片付けし
てもらう。

■順番に並びお
やつをもらう。
■もらったらお
礼をいう。

■台所という狭い空間での作業を
安全に行うために、自分がやろう
としていることや調理の状況につ
いて、言葉にして伝え合う。■他
者の言葉に耳を傾け、返事をす
る。

■ご家族を招待
し、一緒におや
つを作り、食べ
る機会を作る。

■地域のみなさ
んを招待し、一
緒におやつを作
り、食べる機会
を作る。■地域
食堂的な場へと
発展させる。

■視覚的・具体的・肯定的なコミュニケーション

株式会社どすこい

児童発達支援・放課後等デイサービス　支援プログラム

B-5　手作りおやつ

■「一人一人にそれぞれのフツウ」

■自分で感じ・考え・選び・決める・行動する



おやつを食べる

■姿勢を保持す
る。■お箸やス
プーン、フォー
ク等を巧みに使
えるよう、動作
の向上をはか
る。

■苦手な物も、
お皿に入れて、
チャレンジす
る。■お代わり
は２回まで、な
どのルールを守
る。

片付け

■食べ終えた食
器を台所に持っ
ていく。

■食器を落とし
たり壊したりし
ないように注意
して扱う。

■食器を洗う。

振り返り

■今日のおやつ
を思い返してみ
る。

■ご家族を招待
し、一緒におや
つを作り、食べ
る機会を作る。

■地域のみなさ
んを招待し、一
緒におやつを作
り、食べる機会
を作る。■地域
食堂的な場へと
発展させる。

■「おいしかった」「また食べた
い」「苦手やったけど今日は食べ
れた！」などおやつに対する自分
の思いを言葉にしてみんなに伝え
る。■改善点や次回への希望も伝
える。■他者の言葉にも耳を傾け
る。■みんなの振り返りを「おや
つノート」に記録する。

■食べる前に「いただきます」と
いう。■「これ大好きやねん！」
「やっぱりこれは食べられへん
わー」など、感想を語り合いなが
ら食べる。■困ったら助けを求め
る。■助けを求められたら応じ
る。■食べ終わったら「ごちそう
さま」という。


